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指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 T3009 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
Revised ENGLISH NOW English Communication I 

（開隆堂） 

 

１. 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語学習の習慣を身につけ、課題や提出物をしっかりと提出しましょう。 

・基本的な文法事項や基礎的な単語力をつけるための練習を継続的に行いましょう｡ 

・自分の意見を積極的に述べるなど，コミュニケーションを図る努力をしましょう｡ 

 

２. 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

            主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連したワークシート 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・事実や自分の

考えなどにつ

いて、単語を並

べた平易な英

語を使って、ゆ

っくりと明白

にそれらを伝

えることがで

きる。 

コミュ英Ⅰ 

ペアワーク 

クラス発表 

 

・事実や自分の

考えなどにつ

いて、基礎的な

英単語を並べ

た、簡潔な英文

を書くことが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

ワークシート 

定期考査 

 

・明白に発音され

た平易な英語の

指示やあいさつ

を聞き取ること

ができる。 

・情報や意見など

短い英文を聞い

て、要点となる

単語のまとまり

を理解すること

ができる。 

 

コミュ英Ⅰ 

ワークシート 

 

・説明や会話な

どの短い英文を

読んで、情報や

発話の概要を概

ね理解すること

ができる。 

・単語の意味や

発音を正しく理

解し、短い文を

音読することが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

ワークシート 

音読 

定期考査 

 

３.評価（評価の観点と実施方法） 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

観

点

の

趣

旨 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしている。 

外国語で話したり書いたりし

て，情報や考えなどを適切に

伝えている。 

外国語を聞いたり読んだりし

て，情報や考えなどを的確に

理解している。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解している。 

評

価

方

法 

・学習への参加状況と意欲 

・課題の提出状況とその内容 

・スピーチや英作文 

・授業中の発言や活動への取 

 り組み 

・内容理解の程度 

・要約文や感想文 

・小テストへの取り組みとそ

の内容 

・英作文（要約文）の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４. 学習の活動  

Lesson １ 

 “Hello, 

Everyone” 

(4 時間) 

 

早く友だちを

つくりたい翔

太が，自分の

ことをわかっ

てもらうため

にクラスで自

己紹介をする

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・友だちとペアで自己紹

介をし合う。なお，必

要に応じてクラスで

自己紹介の文を発表

する。 

 

・自分の好きな科目や趣

味，家族のことや出身

中学のことなどを話題

にして，スピーチで自

己紹介の文を考える。 

・ 友だちとペアで自己

紹介をし合う。必要に

応じてクラスで自己

紹介の文を発表しよ

うとする。 

 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・自積極的に自己紹介し

ようとしていれば評

価する。 

「外国語表現の能力」 

・自己紹介のしかたを聞

いたあと，イントネー

ションの違いや発音

などを注意して，音読

する。 

・ 英語の自己紹介を聞

く。イントネーション

の違いや発音などを

意識して音声を聞き，

自分でも音読する。 

 

・ 自己紹介のしかたを

聞いたあと，イントネ

ーションの違いや発

音などを意識して，音

読しようとしている。 

・イントネーションや発

音などを意識して音

読しているか観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

・自己紹介に関する英文

を読んで，内容を読み

取る。 

・自己紹介に関する本文

を、英文の読み方に注

意をしながら、意味を

考える。 

・自己紹介に関する英文

を読んで，内容を読み

取ることができる。 

・口頭で要約させ確認す

る。 

・ワークシートで提示

し，本文の内容を理解

していることを確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・be動詞と一般動詞の

肯定文を理解する。 

・基本的な助動詞(can, 

must, will)を用いた

文を理解する。 

・be動詞と一般動詞の

文を理解し，それらを

用いた英語を読む。 

・基本的な助動詞を用い

文を理解し，それらを

用いた英語を読む。 

 

・be動詞と一般動詞の

文を理解する。 

・基本的な助動詞(can, 

must, will)を用いた

文を理解する。 

・DRILLで英文の語句を

並べかえさせる。正確

に並べかえることが

できれば評価する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Let’s Start 

①～④ 

( 4 時間) 

英語の文字や

いろいろな単

語を確認した

り、発音やア

クセントに注

意して聞き分

けたり，言っ

てみたりする

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークや発表な

どにおいて、積極的に

英語を話す。 

・ 教師の発言や CDを聞

いたり、英文や説明を

読んだりして，その内

容を理解し、それにつ

いて話したり、書いた

りする活動を行う。 

・ペア・ワークや発表な

どにおいて、積極的に

英語を話そうとして

いる。 

・話すことや書くことを

中心に、言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・発音やアクセントに注

意して聞き分けたり，

言ってみたりする。 

・Classroom Englishを

積極的に使用し，慣れ

る。 

・英文に関する英問に解

答したり、英語の文字

や単語を発声する。 

・Classroom Englishを

教科書を見ながら音

読する。 

・発音やアクセントに注

意して聞き分けたり，

言ってみようとして

いる。 

・Classroom Englishを

積極的に使用しよう

としている。 

・話すことを中心に、言

語活動を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・単語の音や単語の意味

を正しく理解する 

・分の要素や品詞を理解

し、例文の意味を概ね

理解する。 

・辞書の使い方を学ぶ。 

 

（本単元では設定しな

い） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分の要素である（S’+V’ 

～など）の使い方を正

しく理解する。 

・形容詞や副詞の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・分の要素である（S’+V’ 

～など）の使い方を正

しく理解している。 

・形容詞や副詞の使い方

を理解している。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、、知識が身に付い

ているかを判断する。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

( 5 時間) 

Text 

Message 

英語と日本

語のメール

の違い，顔文

字の違いに

ついて理解

する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語と日本語のメール

の違い，顔文字の違いに

ついて本文を読み、短い

メールを英語で作成し

確認する。また，それぞ

れの返信も書いてみる。 

・ワークシートを用い

て、短いメールを英語

で作成し，ペアやグル

ープで確認する。 

・ワークシートを用い

て、短いメールを英語で

作成し，ペアやグループ

で確認しコミュニケー

ションを取ろうとして

いる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を判断材

料として活用する。 

・話すことや書くことを

中心に、言語活動を観

察する。 

「外国語表現の能力」 

・本文を読み，内容を理

解して音読する。ま

た，短いメールを作成

し，発表する。 

・ワークシートを用い

て、短いメールを作成

し，発表する。また、

必要に応じてそれを

音読してみる。 

 

 

・本文の内容を理解し，

音読できる。また，短

いメールを英語で書

き，発表することがで

きる。 

・短いメールを英語で作

成し，発表することが

できれば評価する。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み，日本語と

英語の顔文字の違い

について理解する。 

・本文を読み，日本語と

英語の顔文字の違い

について理解する。ま

た，具体的に顔文字を

ノートに書いてみる。 

 

 

・顔文字と略語に関する

英文を読んで，内容を

正しく理解すること

ができる。 

・本文についての質問を

ワークシートで提示

し，本文の内容を正し

く理解していること

を確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・be 動詞や一般動詞、

助動詞を使った肯定

文と疑問文を理解す

る。 

・ワークシートを用いて

be 動詞や助動詞を使

った肯定文と疑問文

を理解し，それらを用

いた英語を確認する。 

 

・be 動詞や一般動詞、

助動詞を使った肯定

文と疑問文を読み、そ

れらを理解しようと

している。 

 

・be 動詞や助動詞を使

った文を理解し，肯定

文を疑問文に直すこ

とができれば評価す

る。 

 

 

Let’s 

communicate1 

英語のしくみ 1 

( 4 時間) 

美樹がトム

を電話でテ

ニスに誘う

設定で，ロー

ルプレイを

行う。また，

設定を変え

て，いろいろ

なパターン

の対話練習

を行う。 

基本的な文

構造につい

て確認し，身

の回りのこ

とを表現し

てみる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・電話の対話文の下線部

を入れかえ，ペアまた

はグループでロール

プレイをする。 

・ワークシートを用い

て、電話の対話文の下

線部を入れかえロー

ルプレイをする。。電

話での特有な表現に

慣れる。 

・対話練習において英語

で積極的に話してい

る。 

 

・ペアで積極的に英語

を話しているかどう

か観察する。積極的

に話していれば評価

する。 

「外国語表現の能力」 

・電話での会話のロ 

 ールプレイを再現す  

 る。 

・本文の対話について，

自分の名前に変えて，

電話に関する対話を

相手に伝わるように

行うことができる 

 

・電話での会話のロール

プレイを再現しようと

している。 

・対話が行われている

ことを確認する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・単語の音や単語の意味

を正しく理解する 

・分の要素や品詞を理解

し、例文の意味を概ね

理解する。 

 

（本単元では設定しな

い） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・単語の働きと品詞を理

解する。また，基本的

な文構造（SV：主語＋

動詞／SVC：主語＋動

詞＋補語）を理解す

る。 

・ワークシートを用い

て、基本的な文構造

（SV：主語＋動詞／

SVC：主語＋動詞＋補

語）を理解し，それら

を用いた英語を確認

する。 

・単語の働きと品詞を理

解する。また，基本的

な文構造（SV：主語

＋動詞／SVC：主語＋

動詞＋補語）を理解す

しようとしている。 

・小テストやドリルを

行い理解できている

かを判断する。 
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Lesson 3 

What are 

good snacks? 

( 5 時間) 

マイクとホ
ストマザー
の対話，科学

者の意見か
ら，健康によ
いおやつに

ついて理解
する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、
積極的に健康的なお
やつについての情報

や考えについて話す。 

・自分が考える健康的な
おやつに対する感想
や意見についてキー

ワードをワークシー
トにメモし、それをペ
アで伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に健康的なおや
つについての情報や考

えについて話してい
る。 

・ワークシートを提出
させ、その内容を判
断材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・本文を読み，自分の好
きなお菓子に言い換

えて、ペアで英語を発
音し、必要に応じてそ
れをクラスで発表す

る。 

・本文を読み，自分の好

きなお菓子に言い換

えて、英語をノートに

書いてみる。また発音

したりし、必要に応じ

てそれをクラスで発

表する。 

 

・本文を読み，自分の好
きなお菓子に言い換え

て、ペアで英語を発音
し、必要に応じてそれ
をクラスで発表しよう

としている。 

・グループでの言語活
動を観察する。 

・ワークシートを提出
させ、その内容を取
組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文のマイクとホスト

マザーの対話，科学者
の意見から，健康によ
いおやつについて考

える。 

・本文の内容を理解す

る。また，自分の好き

なお菓子についてノ

ートに書いてみる。 

 

・本文の内容から、健康

によいおやつについて
考えようとする。 

・本文についての質問

をワークシートで提
示し，本文の内容を
正しく理解している

ことを確認する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞<動詞＋-ing>
の基本的な用法を理

解する。。 

・接続詞の使い方を理解
する。 

 

 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認

する。 

・動名詞<動詞＋-ing>の
基本的な用法を理解し

ている。。 

・接続詞の使い方を理解
している。 

・動名詞や接続詞を使
った文を選ばせ，知

識が身に付いている
かを判断する。 

Lesson 4 

A Friendly 

Hug 

英語のしく

み 2―句と

節 

( 6 時間) 

 

日本とアメ

リカのあい

さつの違い

を理解する。

アメリカで

ホームステ

イをするこ

とになった

翔太が，空港

での出迎え

のシーンで

驚いたこと

とはどのよ

うなことだ

ったのかを

理解する内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・基本的な文構造につい

て確認し，身の回りの

ことを表現してみる。 

・ワークシートを利用

し、基本的な文構造

について確認したう

えで，描写する表現

や考えや気持ちを伝

える表現などを使っ

て、身の回りのこと

を表現してみる 

・基本的な文構造につい

て確認し，身の回りの

ことを表現しようとし

ている。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を判

断材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・文化の違いによる行動

や表現の異なるもの

について、写自分の考

えにおきかえて本文

をペアで音読してみ

る。 

・文化の違いによる行

動や表現の異なるも

のについて、写自分の

考えにおきかえて本

文を写し、必要に応じ

てペアで音読してみ

る。 

・文化の違いによる行動

や表現の異なるものに

ついて、写自分の考えに

おきかえて本文を音読

している。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・身の回りで，文化の違

いによる行動や表現

の異なるものを確認

するし、読んだ内容を

理解する。 

・関連した画像などを

見ながら、身の回り

で，文化の違いによる

行動や表現の異なる

ものをイメージし、そ

の内容を理解する。 

・身の回りで，文化の違

いによる行動や表現の

異なるものを確認する

し、読んだ内容を理解

している。 

。 

・本文についての質問
をワークシートで提

示し，本文の内容を
正しく理解している
ことを確認する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞や動名詞の使い

方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・不定詞や動名詞の使い

方を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 
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Lesson 6 

(4 時間) 

Sempai 

and Kohai 

年上の人に

対して日本

では「先輩」

ということ

ばをよく使

うが，英語に

も同じよう

な表現があ

るかどうか

確認する。文

化が異なれ

ば発想や表

現方法が違

うこともあ

ることを知

る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・SVOC の構文の意味

と用法を理解し、本文

を参考に同じ構文を

用いて自分で文章を

作り、発表する。 

・英文や説明を読んだり

して，その内容を理解

し、それについて話し

たり、書いたりする活

動を行う。 

・SVOC の構文の意味と

用法を理解し、本文を

参考に同じ構文を用

いて自分で文章を作

り、発表しようとす

る。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・自積極的に自己紹介し

ようとしていれば評

価する。 

「外国語表現の能力」 

・文化が異なれば発想や

表現方法が違う本文

の内容を読み、簡単な

英語に書き変えて、必

要に応じて発表する。 

・文化が異なれば発想や

表現方法が違うこと

もあることを知り、簡

単な英語にパラフレ

ーズする。 

・文化が異なれば発想や

表現方法が違う本文

の内容を読み、簡単な

英語に書き変えて、必

要に応じて発表しよ

うとしている。 

・話すことを中心に、言

語活動を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・文化によって発想や表

現方法が異なる本文

を読んで，内容を読み

取り、日本語で要約す

る。 

・文化による発想や表現

方法に関する本文を

読み、その意味を考

え、ワークシートを用

いて本文の内容を理

解する。 

・文化によって発想や表

現方法が異なる本文

を読んで，内容を読み

取り、簡単な日本語で

要約できる。 

・口頭で要約させ確認す

る。 

・ワークシートで提示

し，本文の内容を理解

していることを確認

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOC の構文の意味

と用法を、簡単な例文

を用いて理解する。 

・SVOC の構文の意味と

用法を理解する。 

 

・SVOC の構文の意味と

用法を、簡単な例文を

用いて理解する。 

・DRILLで英文の語句を

並べかえさせる。正確

に並べかえることが

できれば評価する 

 

。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

Kawaii 

( 5 時間) 

日本には「カ

ワイイ」とい

うことばが

あるが，「カ

ワイイ」と思

うものは国

や文化が違

えば感じ方

はさまざま

であること

を理解する

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文を読み，いくつか

の特徴的な日本文化

を取り上げ，その内容

を簡単な英語で話す。 

・ 教師の発言や CDを聞

いたり、英文や説明を

読んだりして，その内

容を理解し、それにつ

いて話したり、書いた

りする活動を行う。 

・いくつかの特徴的な日

本文化を取り上げ，そ

の内容を読み取り，簡

単な英語で話すこと

ができる。 

・日本文化を取り上げ

た内容を理解し，簡

単な英語で話してい

れば評価する。 

「外国語表現の能力」 

・本文を読み，いくつか

の特徴的な日本文化

を取り上げ，その内容

を理解し，簡単な英語

で言い換える。 

・いくつかの特徴的な日

本文化を理解し，その

内容を簡単な英語で

書きかえ、必要に応じ

て音読する。 

 

・本文を読み，いくつか

の特徴的な日本文化

を取り上げ，その内容

を理解し，簡単な英語

で言い換えることが

できる。 

・話すことを中心に、

言語活動を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・外国の人が見た日本 

 の「カワイイ」文化 

 に関する英文を読 

 み，内容を正しく理  

 解することができ 

 る。 

・「カワイイ」と思うも

のは国や文化が違え

ば感じ方はさまざま

であることを理解す

る。 

・外国の人が見た日本 

 の「カワイイ」文化 

 に関する英文を読 

 み，内容を正しく理 

 解することができ  

 る。 

 

ワークシートで提示

し，本文の内容を正し

く理解していることを

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形の意味

と用法を大まかに理

解する。 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・現在完了進行形の意味

と用法を大まかに理

解することができる。 

・ワークシートを提出

させ、、知識が身に付

いているかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Let’s 

communicat

e2 

英語のしく

み３ 

( 4 時間) 

 

買い物でよ

く使う慣用

表現を学ぶ。

店員の言う

ことを理解

し，自分の思

いを適切に

伝える内容。

また基本的

な文構造に

ついて確認

し，身の回り

のことを表

現してみる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・対話を聞いて，下線部

を入れかえ，ペアまたは

グループでロールプレ

イをする。 

・ワークシートを用い

て、短いメールを英語

で作成し，ペアやグル

ープで確認する。 

・対話を聞いて，下線部

を入れかえ，ペアまたは

グループでロールプレ

イをしている。 

・ペアで積極的に英語を

話しているかどうか

観察する。話そうと努

力していれば評価す

る。。 

「外国語表現の能力」 

・買い物をするときに店

員の言うことを適切

に聞き取り、自分の思

いを英語で伝える。 

・Can I try on this 

sweater? That will 

be 40 dollars. など)

を空欄にして聞き取

り書く。それらを用い

て適切に話す。 

・買い物をするときに店

員の言うことを適切

に聞き取り、自分の思

いを英語で伝えるこ

とができる。 

・短い英文を作成し，必

要に応じて発表する

ことができれば評価

する。 

「外国語理解の能力」 

・店で買い物をするとき

によく使う慣用表現

と店員の言うことを

理解する。 

・買い物をするときによ

く使う慣用表現(May 

I help you? / Can you 

show me ～? / Let 

me know ～. など)

を学習する。 

 

・店で買い物をするとき

によく使う慣用表現

と店員の言うことを

理解することができ

る。 

・本文についての質問を

ワークシートで提示

し，本文の内容を正し

く理解していること

を確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文構造（SVOO：主語

＋動詞＋目的語＋目

的語）を理解する。い

ろいろな文構造で使

用される動詞がある

ことを理解する。 

・文構造（SVOO：主語

＋動詞＋目的語＋目

的語）をについて確認

し，身の回りのことを

表現する方法を学ぶ。 

 

・基本的な文構造

（SVOO：主語＋動詞

＋目的語＋目的語）を

理解する。いろいろな

文構造で使用される

動詞があることを理

解できる。 

・DRILLで英文の語句を

並べかえさせる。正確

に並べかえることが

できれば評価する。 

Lesson ７ 

( 5 時間) 

Mago no 

Mise 

Let’s 

communica

te 3 

三重県のあ

る高校では，

将来の職業

と関連のあ

る学習や活

動をしてい

る。レストラ

ンの特徴，運

営に携わる

高校生の様

子，やりがい

などについ

て理解する

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークや発表な

どにおいて、積極的に

英語を話す。 

・内容を要約し、それに

基づいて、どのような

職場体験をしてみた

いか簡単な英語でペ

アで伝える。 

 

・ペア・ワークや発表な

どにおいて、積極的に

英語を話すことができ

る。 

・ペアで積極的に英語を

話しているかどうか

観察する。積極的に話

していれば評価する。 

「外国語表現の能力」 

・本文を読み，その内容

を理解した上で，簡単な

英語で言い換える。 

 

・内容を要約し、それに

基づいて、簡単な英語

で音読する。 

 

・本文を読み，その内容

を理解した上で，簡単な

英語で言い換えること

ができる。 

 

 

・対話が行われているこ

とを確認する。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み，三重県の

ある高校が取り組ん

でいる「特別な課外活

動」について理解す

る。 

・三重県のある高校が取

り組んでいる「特別な

課外活動」について読

み取り，本文の内容を

大まかに理解するこ

とができる。 

 

・本文を読み，三重県の

ある高校が取り組んで

いる「特別な課外活動」

について理解すること

ができる。 

・和訳によって理解を確

認し，本文の内容を理

解していれば評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在分詞(-ing)・過去

分詞を用いて人や物

をくわしく説明する

構文の意味と用法を

理解する。 

・ワークシートを使い、

現在分詞(-ing)・過去分

詞を用いて人や物をく

わしく説明する構文の

意味と用法を理解す

る。 

・現在分詞(-ing)・過去

分詞を用いて人や物

をくわしく説明する

構文の意味と用法を

大まかに理解できる。 

・小テストやドリルを行

い理解できているか

を判断する。 



7 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

( 5 時間) 

Marathon of 

hope 

 

42 キロのマ

ラソンを毎

日走り続け

たカナダ人

青年がいた。

彼は何のた

めに走り続

けたのか、彼

の命をかけ

た挑戦につ

いて考える

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文を相手に伝わる大

きな声で、正確な音読を

する 

・本文をいくつかのセク

ションに分割し、相手

に伝わる大きな声で

音読ができる。 

・相手に伝わる大きな声

で、正確な音読をしよう

としている。 

・ペアやクラス発表での

言語活動を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を問う問題

に答える形で、自分で

英文を作る。場合によ

っては、作文をクラス

で音読し発表する。 

・教科書の内容を要約し

た問題に答えること

か形で，簡単な英文を

作り、必要に応じ発表

する。 

・本文の内容を問う問題

に答える形で、自分で

英文を作る。場合によ

っては、作文をクラス

で音読し発表する。 

・グループでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組の

判断材料として活用

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・店で買い物をするとき

によく使う慣用表現

と店員の言うことを

理解する。 

・買い物をするときによ

く使う慣用表現(May 

I help you? / Can you 

show me ～? / Let 

me know ～. など)

を学習する。 

 

・店で買い物をするとき

によく使う慣用表現

と店員の言うことを

理解することができ

る。 

・本文についての質問を

ワークシートで提示

し，本文の内容を正し

く理解していること

を確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形の意味と用

法を理解する。 

・ワークシートを使い、

現在完了形文の意味

と用法を理解する。 

・現在完了形の意味と用

法を理解することが

できる。 

 

 

・現在完了形を用いた英

文の語句を正しく並

べかえさせる。 

 

 

 

Lesson 9 

( ５時間) 

Mottainai 

英語のしくみ

４ 

 

・日本語の

「もったい

ない」という

ことばは，ケ

ニアの元環

境副大臣ワ

ンガリ・マー

タイさんに

よって世界

に広まった。

なぜ，どのよ

うにしてそ

のことばが

広まってい

ったのかを

理解する内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・どのような場合に，

Mottainai というこ

とばが使われるのか

を理解し，その要点を

本文から抜き出し、英

語で話す。 

・本文を読み，どのよう

な場合に，Mottainai

ということばが使わ

れるのかを理解し，英

語で話す。 

 

 

・どのような場合に，

Mottainai ということ

ばが使われるのかを理

解し，その要点を本文

から抜き出し、英語で

話すことができる。 

・どのような場合に

Mottainai というこ

とばが使われるのか

を理解し，英語で要点

を抜き出していれば

評価する。 

「外国語表現の能力」 

・本文を読み，その内容

を理解した上で，簡単な

英語で言い換える。 

 

・内容を要約し、それに

基づいて、簡単な英語

で音読する。 

 

 

 

・本文を読み，その内容

を理解した上で，簡単な

英語で言い換えること

ができる。 

 

・対話が行われているこ

とを確認する。 

「外国語理解の能力」 

・「もったいない」とい

う日本語についての

英文を読んで，内容を

正しく理解する。 

・「もったいない」とい

う言葉に込められた

思いについての英文

を読んで，本文の要点

を捉える。 

・「もったいない」とい

う日本語についての英

文を読んで，内容を正

しく理解することがで

きる。 

 

・和訳によって理解を確

認し，本文の内容を理

解していれば評価す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受け身(受動態)の意味

と用法を理解する。 

・ワークシートを使い、

受け身(受動態)の意味

と用法を理解する。 

・受け身(受動態)の意味

と用法を理解するこ

とができる。 

・小テストやドリルを行

い理解できているか

を判断する。 
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